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　　　　　　　　　　　　　「共生社会のダーウィニズム
ー『種の起源』における「闘争（Struggle　for　existence）」の分析から一」
東洋大学「エコ・フィロソフィ」学際研究イニシアティブ　山村（関）陽子
　1859年に公1：1］されたダーウィンの『種の起源（The　Origin　of　Species）』は、その公表当時から、誰
もが内容を知っていろ、最も読まれない物語りのテクストであったと、私は思う　ただしそのテクス
トは、“The　Neverending　Story（はてしない物語）”のように、こ才・／からも読者に意味を与え続けろ
ことになるであろう
　あらゆる科学理論の中で、ダーウィンの学説ほど社会に大きな影響を与えたものは無いといっても
過言ではない．革命と呼ばれるにふさわしい科学的発見があったとしても、『種の起源』を読んだノ、
のいったい誰が、そこからユダヤ人の虐殺や激烈な競争社会の到来を予想できたであろうか？すくな
くとも人文科学における「ダーウiン」とは、もともと社会の中にあった闘争的な自然観や人間観に、
“「科学的根拠」というレポードを添えて社会に提出し、自分がt、たらした甚大な影響力よりも、
ミミズの糞に関心を寄せていた　滑稽なほど優秀で素朴に危険な人物であったのではないだろうか
　なるほど厄介なことに、ダーウィンは「生存闘争〈Struggle　for　Existence＞」を自然選択のメカニズ
ムとして説明するさいに、社会哲学や経済学の用語やアイデでアを豊富に取り入れていたのである
さらに「生存闘争」という語が、彼自身によって、広義な意味で、かつメタファー（隠喩）として使
用され、他の同義異語一「弱肉強食1「優勝劣敗」「適者生存：」などと容易に言い換えることが可能で
あった
　結局、生存闘争は各々に異なった意味で使用され、それを理論的に正しく理解していたかどうかは
別に、ノ、間の進歩や文明化を1－）1’能にする法則として用いられてきた　ダーウ／’ンの学説は「社会ダー
ウィニズム」として、特定の社会的価値や政策を遂行するための科学的裏付に利用されてきたのであ
る．
　ダーウィンの影響は日本にも波及した．明治10年前後に輸入された『種の起源』は、「富国強兵」
「殖産興業」というスローガンを掲げた社会政策のもとで、最初から生物学としてではなく社会哲学
として受容されていた　こうして日本の近代化もまた、「適者」になることをめざす企業間競争や国
際競争が強化され、自然は専ら「闘争の相手」となり、その管理や支配が容認されてきた．
　しかしながら、今日ではこうした近代化にともなう様々な弊害（「環境の危機と人間の危機Dが次
第に明らかとなり、近代化に対する総体的な反省にせまられている　そこで、新たに（人間一人間）
〈人間一自然〉関係の脱近代化、すなわち闘争関係の批判的意識から「共生（kyosei）」という理念が
掲げられるようになった　この「共生」理念の注目すべき点は、いっさいの闘争や競争を“排除する”
ことで成立するような“平和共存”を指すのではなく、闘争や競争にともなう相互干渉や矛盾を契機
とした「共生」なのである．いってみれば、闘争との共生による共生である「
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　　ただし、ここで．重．要なことは、「共生」理念に内包される闘争や競争が、社会ダーウィニ．ズム的な
言説に含まれる概念と．どの．ように異なるものなのかを、はっきりきせることであろう．なぜなら、か
つてノ＼種主義や帝国主義的拡張を支えていた社会ダーウィニズムは、今目でさえ、「国際競争・力をつ
ける」「生き残りをかけた企業努力」「サバイバル・ゲーム」といったように、かっての露骨な表現は
避けているものの、今や日常性そのものの支えとして機能していることも、また事実だからである、．．
ようするに、「共生」社会の実現のためには、克服すべき「闘争」とは何であり、闘争のいかなる関
係性が共生の契機となりうるのかについて、確認する必・要があると思われる．．
　　今回はその最初の作業として、ダーウ．イン自身の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．2、　Darwiゴs　Idea　of　Struggle
「生存闘争］概念にさかのぼり、彼の学説の内容．と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Focusing　on　Darv，・in’s　ideas　of　the　‘’stnlggle　for
『種の起源』というテクストからそれを分析する，．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　existence”　and　the　“struggle　fbr　life，”　this　paper
　　　　　参考（未発表論文より抜粋）　　　　　　orgar・izes　and　diagrams　these　ideas　in　the　c・ntext　of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　characteristics　of　the　theory　of　evolution．　At　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　very　top　is　the　fUll　title　of　The　Origin　of　Speclies
Fig．2　Darwin「s　Idea　of　Struggle
（1859）．‘‘Stnlggle　fbr　lifピis　used　as　a　comprehens▲ve
idea，　which　is　clear　frorn　the　title　as　well　as　the
conclusion　of　the　text．　Regarding　the　years　in　tlle
diagram、1838　is　when　Darwin　read　An　Essay　on　the
Principle　of　Poplllation　by　T．　Malthus　and　is　used　as
the　year　he　became　consciously　aware　of　the　idea　of
L‘ 唐狽高№№撃?@fbr　existence．”In　a　letter　to　A，　Gray　dated
September　5．1857，　he　silnultaneously　uses“stmggle
仕）rlifゼwith　a　comprehensive　descriptio！1　related　to
the　L」principle　of　divergence∴　Natural　selection
assumes　the　existence　of　a　large　number　of　variatlons，
with　the　favored　character　being　preserved　over　time
and　　space，　thereby　　generating　　adaptation　　and
divergence．　Struggle　is　the　mechanisln　through　which
these　processes　occur．／ソ
　　Regarding　the　concept　of　struggle，　the　theoretically　correct　meaning　ofthe‘＞struggle　fbr　existencピis‘‘life　or
death　colnpetition”among　individuals　Gfthe　same　species．　Darwin，　however，　attempted　to　include　todaゾs
ecological　meaning　in　the　phrase　suc・h　as　relationships　between　different　species　and　the　mutual　interaction　of
the　conditions　oflilfe、　Darwln　may　not　have　felt　that　even　thls　was　sllf五cient、　and　it　is　thought　that　he　used　the
108
環境の危機と人間の危機　　自然と共生する社会とは
phrase　‘’struggIe　for　life”　as　a　broader　concept　comprising　competiti《）11　among　individuals，　mutual　interaction
with　the　ellvil’Onlllellt．　and　the　vitali　g．　m　ofliving　creatures．　Furtherinore，　competition　is　a　term　that　correctly
indicates　stru991e　f（）r　the　sanユe　resources　or　space．
※C．ompetition　does　not　eccur　only　among　individuals　of　the　same　species．　but　also｛ncludes　struggle　amollg
dif民rent　specjes，
図2…ダーウィンの＼stmggle　fbr　existence＞と（struggle　fbr　li允〉に注目し、これらの概念を進化の理
論的な特徴と関連させて整理し、図にまとめたもσ），一番Eは『種の起源（The　origin　of　Species）』
（1859）のタイトルである．〈t　tniggle　for　life＞はこのタイトルと本文の結論部にも用いられているよ
うに、包括的な概念して使用されている．図中の年号については、ダーウィンがマルサスの『7y口論
（An　Essay　on　the　Principle　ofPopulation）』を読んだ1838年を、〈struggle　for　exig．　tenc・e）を明確に認識し
た年であるとする．またグレイA．Grayに宛てた1857年9月5Nの手紙の中で、「分岐の原理（principle
ofdivergence）」に関するまとまった記述とともにくstniggle　for　life＞　が同時に使用されている．また
自然選択Natural　Selectionは多くの変異（variation）の存在を前提としており、時間と空間にわたって
有利（favored）な形質を保存し、適応Adaptationと多様性Divergenceを生み出す．闘争はこれらのメ
カニズムである．
闘争概念にっいて…生存闘争の理論的に正確な意味は、同．一種の個体間におけるlife　or　death
competitionである，しかし、ダーウィンはこの語に、異種間との関係性や生活の条件（condition　of　life）
との相互作用など、今日の生態学的な意味も含ませようとしていた。しかし、彼はそれでも不十分と
感じたのか、〈stniggle　fbr　life＞という語を、個体間の競争から、環境との相互作用、生物（living　creature）
の生命力までを含む上位概念として使用したと考えられる．．※尚、Competitionは正確に同じ資源や
空問をめぐる争い（smlggle）のことをさし、同種の個体問ばかりではなく、異種との間の闘争も含
む用語である
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発表資料　山村（関）陽子
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　Struggie　for　lifeとは
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　　　物語る『種の起源』
ダーウィンの『種の起瀬』＝
空藺と時間にまたがる壮大な進化のストーリー
・生物進化を「物語る」という雄鎗の意薮
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